
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
の
生
活
の

安
定
と
児
童
の
健
全
育
成
を
目
的
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

支
給
対
象
者

義
務
教
育
就
学
前
（
６
歳
到
達
後
初

め
て
の
年
度
末
ま
で
）
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
で
、
平
成
13
年
分
の
所
得

が
別
表
の
そ
れ
ぞ
れ
の
限
度
額
未
満
の

人支
給
額
（
月
額
）

第
１
・
第
２
子
　
　
５，
０
０
０
円

第
３
子
以
降
　
　
１
０，
０
０
０
円

支
給
期
間

申
請
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分

か
ら
支
給
事
由
が
消
滅
し
た
日
の
属
す

る
月
分
ま
で
（
さ
か

の
ぼ
っ
て
の
申
請
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
）

特
例
給
付

基
本
給
付
で
定
め

ら
れ
た
所
得
制
限
に

よ
り
、
児
童
手
当
を

受
け
ら
れ
な
い
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
（
厚
生
年

金
等
に
加
入
し
て
い

る
人
）
は
、
そ
の
人

の
前
年
（
１
月
〜
５

月
ま
で
の
月
分
の
手

当
に
つ
い
て
は
前
々
年
）
の
所
得
が
一

定
額
未
満
の
場
合
に
限
っ
て
、
特
例
給

付
（
基
本
給
付
と
同
額
）
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
親
と

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
を
養

育
さ
れ
て
い
る
母
子
家
庭
等
（
父
が
重

度
の
障
害
に
あ
る
場
合
も
含
む
）
の
、

生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
、
児
童
の

福
祉
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
ま
す
。

支
給
対
象
者

母
子
家
庭
等
の
18
歳
に
達
し
た
年
の

年
度
末
ま
で
（
障
害
児
は
20
歳
未
満
）

の
児
童
を
監
護
し
て
い
る
母
ま
た
は
養

育
者

支
給
さ
れ
な
い
場
合

・
母
が
婚
姻
届
を
出
さ
な
く
て
も
、
事

実
上
の
婚
姻
関
係
が
あ
る
と
き

・
児
童
や
母
ま
た
は
養
育
者
が
公
的
年

金
を
受
給
で
き
る
と
き

・
児
童
が
里
親
に
預
け
ら
れ
た
り
、
児

童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
と
き

・
支
給
要
件
に
該
当
し
た
日
か
ら
５
年

を
経
過
し
て
も
請
求
が
な
か
っ
た
と

き
支
給
制
限

手
当
を
受
け
る
人
や
扶
養
義
務
者
の

前
年
の
所
得
が
別
表
の
限
度
額
以
上
で

あ
る
場
合
は
、
そ
の
年
度
（
８
月
か
ら

翌
年
の
７
月
ま
で
）
は
、
手
当
の
全
部

ま
た
は
一
部
が
支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。

（
母
親
が
児
童
の
父
親
か
ら
養
育
費
を

受
け
と
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
金
額

の
80
％
が
所
得
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
）

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ
る
児

童
の
福
祉
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。

支
給
対
象
者

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ
る
満

20
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
・
養
育
す
る

児童扶養手当の平成14年度所得制限限度額�

扶養親族�
の数�

配偶者及び�
扶養義務者�

本　　人�
全部支給される人�一部支給される人�

０人 19万円 192万円 236万円�
１人 57万円 230万円 274万円�
２人 95万円 268万円 312万円�
３人 133万円 306万円 350万円�
４人 171万円 344万円 388万円�
５人 209万円 382万円 426万円�

＊支給月：12月・４月・８月�

父
ま
た
は
母
か
養
育
者

支
給
さ
れ
な
い
場
合

・
児
童
が
障
害
事
由
の
年
金
を
受
給
で

き
る
と
き

・
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
と
き

・
再
認
定
の
手
続
き
が
遅
れ
た
と
き
　
　

・
父
母
ま
た
は
扶
養
義
務
者
の
所
得
が

一
定
額
以
上
あ
る
と
き

支
給
額
（
月
額
）

１
級
該
当
児
童
１
人
に
つ
き

５
１，
５
５
０
円

２
級
該
当
児
童
１
人
に
つ
き

３
４，
３
３
０
円

＊
支
給
月：

11
月
・
４
月
・
８
月

192002
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児
　
童
　
手
　
当

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

児童手当の平成14年度所得制限限度額�

扶養親族�
の数�

基本給付�
（厚生年金、国民年金�

の加入者）�

特例給付�
（厚生年金の加入者）�

０人 301万円 460万円�
１人 339万円 498万円�
２人 377万円 536万円�
３人 415万円 574万円�
４人 453万円 612万円�
５人 491万円 650万円�

＊支給月：２月・６月・10月�

問
合
せ

児
童
福
祉
課
（
市
役
所
２
階
）

�
23
―

４
８
１
１

（
内
線
１
２
６
３
・
１
２
６
４
）

RRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRR

RRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRR

R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R

R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R

ベビーシート、
ジュニアシートも
対象になります。
購入券取扱店で購

入金額を確認のう
え、購入前に児童福
祉課へお越しください。

チャイルドシート購入券のおしらせ
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児童手当などの手続きは�
　　お済みですか？�
児童手当などの手続きは�
　　お済みですか？�
児童手当などの手続きは�
　　お済みですか？�
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「スーパーデバイス推進研究会」
「産学共同推進研究会」のお知らせ

岡谷市では、精密工業界で共通するテーマに取り組もうとする企業同士が集ま

り、市場ニーズ調査などを行い、今後手掛けるべき技術・製品開発の糸口を見出

していく「スーパーデバイス推進研究会」および、これから求められる技術・製

品開発に対応するために産学で連携する「産学共同推進研究会」を立ち上げます。

■研究内容

�テレビ会議システムを利用した大学との相談業務の実施

�テクノプラザおかやで今年度導入したソフトウェアTechOptimizer（テッ

クオプティマイザ）（下記参照）を活用した、多種多様な技術分野にわたり

技術的な問題に対し革新的で低コストの解決方法の研究

�大学や公的研究機関等の研究内容等の講演、大学等の視察、研究内容等に関する懇談

■今後取り組みたい課題の中から有望なテーマを見極め、それを実現するグループが生まれ、新たな方向性が見

出せるよう“テクノプラザおかや”は支援します。多くの企業のみなさんのご参加をお願いします。

※なお、11月26日に、難切削材の加工技術習得を目指す方々が集まり「コバール研究会」が発足します。

■この研究会に参加を希望される方はテクノプラザおかやまでご連絡ください。

●技術的問題の解決に「テックオプティマイザ」を使ってみませんか？

技術的問題を的確に記述し、新たな技術コンセプト（概念）を創造し、技術知識を管理することを支援する知識ベー

ス（基礎）型イノベーションツール（革新道具）です。多種多様な技術分野で適用され、このソフトウェアを使えば、

戦略的思考プロセス（過程）を提示し、その結果企業の課題解決の支援が可能になります。

⇒　 ⇒　

メリット �革新的な製品およびプロセスを創造することが可能となります。

�新たな技術コンセプトの開発が加速され、生産性が向上します。

�概念設計にコスト分析を取り入れることで、コストを低減します。

�企業内で知識を共有、創造、管理することができます。

技術者が競合分析を行うことを支援します。

●「パワーハイスコープ」で簡単に高倍率計測ができます！

テクノプラザおかや実習室には、「金属加工後のバリ」「金属表面」などを高倍率であらゆる角度から簡単に見ること

のできる“ビデオスコープ”が設置されています。倍率は50倍から2500倍まで対

応可能です。また、多種多様な映像上計測（距離、面積、角度、半径など）がマウ

スを使って簡単、高精度にできる上、計測データをFDに記録することもできます。

なお、どなたでも自由にご利用いただけるよう、下記により取扱説明会を行い

ます。

■日　時 11月25日（月） 午前10時～正午

■場　所 テクノプラザおかや実習室

■持ち物 加工品サンプル、3.5インチFD（記録用）

革新的ソリューション（解決）テックオプティマイザ技術的問題

テクノプラザおかや�
（岡谷市経済部工業振興課）�

〒394－0028　岡谷市本町1－1－1�
　　�21－7000　　　21－7001�
　　http://www.tech-okaya.jp

Vol. 7

FAX

テクノプラザおかや設備紹介…その2

テレビ会議システム
イメージ写真

産業情報ネットワークセンター

パワーハイスコープサンプル画像
（50倍で撮影）



212002

11･15

恒例の岡谷市文化祭が開催され、岡谷市公民

館では活動サークルなどの作品展が行われまし

た。たくさんの方が訪れ友人や知人のすばらし

い作品に感嘆していました。

11/2～411/2～4

カ�メ�ラ�

リ�ポ�ー�ト�

11/911/9

地域住民が中心となり、休耕田を利用したそ

ば作り、収穫を行い、この日は地域の子どもた

ちといっしょに、そば打ちを体験しました。

岡谷市農業振興連絡協議会主催による収穫祭

などがJA諏訪湖田中線センターで行われ、大

勢のお客さんが野菜や果物の即売に詰めかけま

した。小雪が舞う中、温かな豚汁などがふるま

われ、みなさんおいしそうに食べていました。

11/411/4

国の重要文化財に指定される旧林家住宅で、

今春に引き続き「秋の茶会」が行われ、大勢の

方でにぎわいました。

11/211/2


